
今年の４月、１学期の始業式で校長先生はどんな話をしたかお

ぼえていますか？

校長先生は「１８２人のチーム浮野」の話をしました。この前、

「浮野会議」で話し合った、作品展のスローガンでも「チーム浮

野」という言葉を考えてくれていたクラスがありましたが、皆さ

んの中で「チーム浮野」という言葉が広まったことはうれしく思

います。

では、その「チーム浮野」は、チームとして成長したでしょう

か？

校長先生は、始業式の時、「チーム浮野」が成長するための３

つのポイントを言いました。今からそのポイントを一つずつ言う

ので、皆さんが判定してください。学校全体として、できている

と思ったら手を上げてください。

ポイントの１つ目は「人の嫌がることをしないでお互いに助け

合うこと」でした。今、「チーム浮野」全体として、できている

でしょうか？できていると思う人は手を上げてください。

２つ目は「ルールやきまりを守ること」でした。

３つ目は「自分にできることを一生懸命がんばること」でした。

（同様に手を上げさせる）

たくさん手の上がった人もいますが、あまり上がらなかった人

もいましたね。

校長先生も、この１学期間「チーム浮野」を見ていて、「よく

がんばったなあ、とても成長したなあ」と思うこともあれば、「ま

だまだだなあ」と思うこともあります。



さっきも「１学期中がんばったこと」を発表してくれた人たち

のように、勉強、係活動、行事など、自分にできることをがんば

った人が多かったと思います。また、ルールやきまりを守ろうと

する人も多かったように思えました。でもそれだけではチームと

しては足りません。

想像してみてください。あるチームのメンバー全員が自分の練

習だけ一生懸命やって、ルールも守っているけど、他の人がやっ

ていることに全く興味や関心がないとしたら…。そんなチーム、

ある程度は試合で勝つかもしれませんが、チームワークはバラバ

ラで、勝ち続けることは難しいでしょう。また、そんなチームで

は、もし試合で勝ってもそんなにうれしくないかもしれません。

良いチームになるには、仲間のやっていることに興味や関心を持

つ、そしてがんばっている人を応援したり協力したりする、また

常に相手に対し思いやりの心をもつ、これが大事だと思います。

もうすぐフランスでオリンピックが開催されますが、オリンピ

ックで金メダルを取った人は、インタビューでよくこんなことを

言います。「支えてくれた人たちに感謝します」と。世界で１位

になるには、その人自身のがんばりももちろん必要ですが、その

人の周りにいる何十人、何百人という人たちがチームになって協

力をしないと無理なんです。「支えてくれた人たちに感謝します」

と言っている選手は、たとえ試合で負けたとしてもいい思い出が

残るのだと思います。

２学期も良いクラス、良い学校を目指して、先生たちと一者に

がんばっていきましょう！


